
























C for PIC24 and dsPIC(ver.3.23) in LITE mode (アカデミック利用)を使用した。後者はANCI準拠
のCコンパイラであり、生成するコードサイズが若干大きくなる以外は、豊富なライブラリを含め製品
版と同等な機能を有している。
作成したプログラムの dsPICへの書込みは、 Microchip社のインサーキットデバッカ MPLABICD3 
のプログラムモードを使用し、インサーキットシリアルプログラミング<rCSP)接続により基板に装着し
















































士0.2Vを印加し、センサ電圧 Vcには 5V以下の適当な電圧を印加する。抵抗 RLに7.5kll前後の抵抗
を入れ、 VRLの電圧を dsPICの 12ピット AID変換器を通して測定することで、 Rsの抵抗を求めた。こ
のRsは周囲の温湿度変化の影響を大きく受けるため、メーカーから提供された温湿度補正データを基
に、 20"C、 65%RHでのRs'に換算した。
臭いの指標には、消沖空気中で測定した Rs'( = Ro)で規格化したR♂IRoを用いた。図5に種々
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データ表示や保存には、先述の dsPICトレーニング基板搭載の LCD表示器、 SDメモリカードコネ





ではdsPIC搭載のDSPを利用したFIR(Finite Impulse Response 有限インパルス応答)関数を使い、
テ、ジタノレ値を算術演算することでローパスフィノレタ処理を行った。




一 一一 一…一十 -一一一一…-一一 一一一寸一?!寸(一?!「-ヘ、「、可【一ヤじf 吋"亡亡一-一一 j二=....1
: ;仁;:=::;:;:: 〓三J;::::J:f三三三三
一..1一一一…-一-一一一-一-一一} …一-一一一-一一一;一一一一!一一 しー 一一 一一一 .1..1.1. i -r 一一!一一 一! 一一一一 一r-Ii-
タップ。数 150Hz、阻止域リプル50dB、













ーチンでは更にタイマ 2をONにし 200μ秒間隔の割り込みを入れ、 200μ秒間隔で温度、湿度、臭い
の各センサ電圧についてサンプリングと AID変換を行った(サンプリング周波数5，000Hz)c 50組のデ
ータのサンプリング、を終えたらタイマ2をOFFにし、 AID変換値を FIRローパスフィルタに通すこと
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